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平成30年度さくらやまなみバス事業について



さくらやまなみバスの事業実績

運休理由 運休便数 運休種別
6/18(月） 地震 12便 （有7便 金5便) 運休
7/5(木) 大雨 25便 （有14便 金11便） 運休
7/6(金) 大雨 46便 （有22便 金24便） 終日運休
7/7(土) 大雨 32便 （有17便 金15便） 終日運休
8/12(日) 一般車事故 1便 （有1便) 区間運休
8/24(金) 台風20号 4便 （金4便） 運休
9/4(火) 台風21号 26便 （有15便 金11便） 運休
9/25(火) 土砂崩れ 1便 （有1便） 区間運休
9/30(日) 台風24号 11便 （有8便 金3便） 運休 【年間合計　158便運休】

系統別
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＜収 支 状 況 の 推 移＞

運行収入 運行損失

(千円)
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収支比率

51.3%
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＜年 間 輸 送 人 員 の 推 移＞

南部⇔北部間 南部地域内 北部地域内

(人）

(6.9%)

(8.6%)

(9.5%)

H21年度

212,724人

H22年度

340,315人

H23年度

396,403人

H24年度

397,245

(43.4%)

（8.9%)

H25年度

391,215人
H26年度

403,603人

（8.5%)
（8.1%)

＋5,705人

169,602 171,781
166,921

収支比率

61.0%

収支比率

61.9%

収支比率

61.3%

収支比率

63.4%

162,534

収支比率

67.3%

＋607千円 ＋3,534千円

（収入）

（損失）

（経費）

-4,387千円-4,860千円

－5,467千円 －7,921千円

臨時便含む

H27年度

426,778人

（7.3%)

＋20,794人

収支比率

73.4%

158,828

-3,676千円

-10,840千円

＋7,134千円

H28年度

427,209人

（7.5%)

(48.7%)

(48.7%) (49.2%) (48.0%)
(48.4%)

(46.6%) (49.1%)

-11,147人

＋7,506人
＋3,682人

＋10,981人

158,117

-711千円

-2,220千円

＋1,510千円

収支比率

74.7%

H29年度

438,799

（7.5%)

(48.9%)

(43.7%)

＋4,749人

＋6,325人

(49.7%)

(41.8%)
(42.7%) (41.9%) (43.5%) (43.5%) (46.1%) (43.4%)

収支比率

67.7%

162,491

-22,209人

(42.0%)

-11,156人

(50.4%)

（7.4%)

収支比率

63.0%

H30年度

403,427人

161,860

-631千円

＜輸送人員が減少し

た主な要因＞

・地震や大雨、台風等

の影響に伴い、年間で

計158便の運休が発生

・山口地域から甲山高

校、西宮北高校への

通学者の減少

＜運行損失が増加し

た主な要因＞

・自然災害等の影響に

伴う利用者数の減少に

よる収入の減

（約2,100千円）

・山口地域から甲山高

校、西宮北高校への通

学者の減少による収入

の減

（約3,100千円）

・燃料価格の高騰

（約3,000千円）


